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麗 A286 の 溶接 に 関 す る研 究

（株）　 日 本製 鋼所 室 蘭 製 作 所　　 O 冨 士 明 良

　　 　 　 同　上 　 　 　 　 　 　 　高 橋 智之

1．　 は じ め に

　 極 低 温 に お い て オ
ー

ス テ ナ イ ト単相 で あ り ，引 張 特性 と く に 耐 力 の す ぐれ て い る

こ と よ り用 途 が 高 ま っ て い る 析 出 強化 型 ス テ ン レ ス 鋼 A286 の 溶 接性 に 関 し ，重 要

な ポ イ ン ト で あ る 溶 接 高温 割 れ 感 受性 の 検 討 を 行 っ た 。 さ ら に ，共 金 系溶接 材 料 に

よ るTIG 溶 接 部 お よ び EBW 継 手 溶 接部 （溶加 材 な し） の 性 能 試 験 を 行 っ た 。

2．　 高温 割 れ 感 受性 の 検 討

（1）供 試 材 料 ： 本 実 験 に お い て は ， C＝0．15〜O．25 ，　 Mn ＝約 O．9％ 材 ， さ ら に 高温 割 れ

感 受 性低減 を 目 的 と し て REM 添 加材 も 用 い た 。　 A 　286 の 化 学組 成 例 を 表 1 に 示 す 。

（2）実 験 方 法 ： 板 厚 8ma の 材 料 を 用 い
， Trans − Varestraint　試 験 法 に よ り ，高温 割

れ 試 験 を行 っ た 。 TIG 溶 接 法 を 用 い ，付 加 歪 量 お よ び溶 接 入 熱 量 を 変 化 さ せ た 。

（3） 実 験 結 果 ： 通 常 の A286 の 付 加歪 量 と 最 大 割 れ 長 さ と の 関係 を 図 1 に 示 す 。

図 1 に は 比 較 の た め に イ ン コ ネ ル 系材料 の 試 験 結 果 も示 す 。 図 2 に REM 添 加 材 の 結

果 を示 す 。 A286 は イ ン コ ネ ル よ り も高 温 割 れ 感 受 性 が 高 い 。

一 方 ，REM 添 加 に よ

っ て 高 温割 れ 感 受性 が 低 減 で き る 。 図 3 は 試験 片 の 割 れ の 外 観 写 真 の 例で あ る 。

通 常 材 で は 直 線 的 な 大 き な割 れ が 生 じ ， そ の 発生 位 置 か ら
“

凝固 割 れ ir と
“

高 温 で

の 延 性 不 足 割 れ ・に 分 類 す る こ と が で き る 。 PEM 添 加を 行 う こ と で ， 小 さ な 割 れ が

多 く発 生 す る よ う に な り ， SUS　304 に 近 い 割 れ 形 態 を と る よ うに な る 。

3，　 溶 接継 手 の 性能

　 3．1　 TIG 溶 接 部

（1） 実 験 方 法
’
板 厚 40ma の 通 常 材 お よ び こ れ と ほ ぼ 同

一
組 成 の 溶 加 材 を 用 い ，TIG

溶 接 に よ り継 手 溶接 を 行 っ た 。 溶接 後 ， 溶 接部 に は 母材 製 造 時 と ほ ぼ 同 じ 950 ℃ の

溶 体 化 処理 ，
さ ら に 760 ℃ の 時効 処 理 を施 し ，試 験 に 供 し た 。

（2） 実験結 果 ； 溶 接 部 の 引 張 お よび 衝 撃 試験 結 果 を 表 2ac ，側 曲 げ 試 験 結 果 を 図 4

に 示 す 。 吸 収 エ ネ ル ギ は 母 材 よ り低 い も の の
， 引 張 特 性 は 母 材 と 同 等 で あ り ， さ ら

に 曲 げ 延性 は 良 好 で あ っ た 。 な お ，溶 接 金 属 に は ミ ク ロ 割 れ が認 め ら れ た 。

　3．2　 EBW 溶 接 部

（1） 実 験 方 法 ； 板 厚 28　 r・ の 母 材を 溶 加 材な し で 1 パ ス 溶 接 を 行 っ た 。 開 先 は ギ ャ ッ

プ 0 ・ ・ の 1 型 突 合せ で あ る 。 溶 接 後 ， 760 ℃ の 時 効 処 理 を 施 し，試 験 に供 した 。

（2） 実験 結 果 ： 溶 接部 断 面 マ ク ロ 組 織を 図 5 に
， 機 械 試 験 結果 を表 3 に 示 す 。 衝撃

試 験 の 吸 収 エ ネ ル ギ が 母 材 の そ れ の 半 分 で あ り ， 引 張 特 性 中 ， 耐 力 が 若 干 低 い
。 し

か し ，引 張 強 さお よ び 曲 げ 延 性 は 良 好 で あ る 。 な お ，割 れ は 認 め ら れ な か っ た 。
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表 1．A286 の 化学組成例
（wt ．％）
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図 1 ．通常材 の 付加歪量と最大 割 れ長 さ
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図 2　 REM 添加材並びに 通常材 に よ る

　　付 加 歪量 と最大 割 れ長 さ

（a）通 常 材　　　　　　　　　　〔b｝REM 添加材

図 3．トラ ン ス バ レ ス トレ イ ン 試験片ビード外観写真

表 2．丁 IG溶接の 性能 （板厚 ：40mm）

引　張　性　質 衝撃性質

位　置 0，2％Y．S．
N ／mm2N

．S ．
N／mm2EI ％

2vE77kJoule

全溶接金属 ア64 103722 ．6 26

溶 接 継 手
　 104829 ．6 ボ ン ド 55

図 5．EBW 溶 接 部 断 面 マ ク ロ写 真

　　　　　　　　　　　　　　　　　厘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 R＝2．t’180°

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図4．TIG 溶接部側 曲げ試験片

表 3，EBW 溶接部の 性能 （板 厚 ：28mm）

引　張　性　質 衝撃性質 側曲げ性質

位置 O．2％Y．SN
／mm2T

．S ．
N ／mmZEI ％

2vE フ7kJoule R ＝ 2．t
　 180

°

母 材 706109830 ．5 105 一

継手 608106820 ．ア 溶 接金属 ：54 割 れ な し
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